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ྩ和̔೥౓小平市Ұൠձܭ༧ࢉ
小平市　国ຽ݈߁อݥ৚ྫͷҰ෦Λվਖ਼͢Δ৚ྫ
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日本共産党小平市議団は提案します!!
膨れ上がる中央エリア整備 小平第十一小学校等複合化計画 市独自の物価高騰対策を求める！！

੫ͷ஋্͛৚ྫʹ൓ର膨れ上がる大型開発事業費ݥอ߁ຽ݈ࠃ

ɹɹɹɹɹɹɹɹ  ɹ➡�3��ສ�000円
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　国อ੫ ʮ͕ͯ͗͢ߴ෷͍ͨͯ͘΋෷͑ͳ͍ʯͱ市ຽ͔Β
੾࣮ͳ੠͕͕͋ͬͯ ͍· ɻ͢
　͔͠͠ɺ̏ ݄ٞձͰ͸͞Βʹ஋্͛͢Δ৚ྫ͕ग़͞Εɺ
ౘ市ٞஂ͸൓ରͨ͠΋ͷͷɺࢍ੒ଟ਺ͰՄܾ͞Εͯ͠·
͍·ͨ͠ɻ
反対理由
ᶃ෺ՁߴͰ฻Β͕͍͠͠ݫதɺ̍ ਓ平ۉ೥ֹ���0円ʢ��3

ˋʣͷ஋্͛͸ɺ市ຽੜ͍͕ۤ͠׆΋ͱͰɺ౸ఈ༰ೝͰ
͖ͳ͍͜ͱɻ

ᶄ�0�6೥౓ͷվఆ͔Β国 ʮ͕͜Ͳ΋ɾࢠҭͯࢧԉ金˞ʯ
੍౓Λಋೖɻอݥྉʹ্৐ͤ௃ऩ͞ΕΔ͜ͱ͸ຊདྷͷ
ެతҩྍอݥͷ໨త͔Β大͖͘ҳ୤ͨ͠ɺ͍ ΘΏΔ
ʮӅΕ૿੫ʯͰ͋Δ͜ͱɻ

˞小平市ͷ国อՃೖऀͷ৔߹͸ ਓ̍平3�0ֹ݄ۉ円
ᶅ�0��೥౓ͷ଺ೲऀ਺͸3��7ਓɺࠩ ͠ԡ͑݅͞਺͸

�0��݅΋͋Γɺ国อ੫Λ෷͍ͨͯ͘΋෷͑ͳ͍ਓ͕͞
Βʹ૿͑ͯ͠·͏͜ͱɻ

େܕ։ൃۀࣄ༏ઌͷࢢ੓͸/0!

　国民健康保険税を１世帯当たり年１万円減
税、高齢者や一人親世
帯などを対象に電気・
ガス・ガソリン代助成、
低所得者世帯への家賃
補助、指定収集袋の無
償配布など。         

　市͸ɺެ ຽؗɾ஍Ҭηϯλʔ౳ɺެ ༺࢖ઃͷʮࢪڞ
ྉɾख਺ྉʯͷ༗ྉԽˍར༻࣌ؒͷ୹ॖͷํ਑͕ɺ̏
݄຤ʹࣔ͞Ε͍ͯ·͢ɻ
‎ౘ市ٞஂは、ݱ在のݮ໔ાஔをઃけているஂମには、
ແྉを࣋͢ݎる͜ͱ（ࣾձڭҭ׆ಈ֦ॆをਤる）、ར༻࣌
ؒ୹ॖを͏ߦ΂͖ではͳい͜ͱをڧくཁ๬してい·͢。

　市民の暮らしが物価高騰により厳しくなって
いる現在の社会状況を鑑み、①一度立ち止ま
り市民と再検討する②障害者の安全な移動や
来庁を考慮し、現在の市の計画では４・５階と
なっている障がい者支援課については低層階
に設置する。③別棟中止により、なくなったカ
フェスペースを入れること。

ɹ�0��೥౓Ұൠձܭ༧ࢉは、લ೥౓ൺ��3ˋの૿で、���ԯ円ͱա࠷ڈ高の༧نࢉ໛ͱͳΓ·しͨ。し͔し、༧ࢉのಛ௃ͱし
てはதԝΤϦΞ੔උ΍小઒Ӻલ࠶։ൃۀࣄ、小平ୈेҰ小ֶߍ౳ෳ߹Խ౳にଟֹの市੫が౤ೖ͞ΕるҰํ、೔ຖにݫし͞を
૿͢市ຽの฻Βしを͑ࢧるͨΊの༧ࢉͱͳ てͬいͳい͜ͱ͔Β、ౘ市ٞஂはʮྩ࿨�೥౓小平市Ұൠձܭ༧ࢉʯに൓ରし·しͨ。

一般市民が利用する「( 仮称 ) 地区交流
センター」を学校内に入れることによる防犯
面への課題の検証、財政面の観点からではな
く、子どもたちの学びや育ちの視点を第一
に、子どもの意見表明権を計画に反映させる
こと。

公民館等の有料化を市が検討中

市民の暮らし・教育・福祉を守れ
େܕ։ൃۀࣄ༏ઌͷࢢ੓͸/0!

市民の暮らし・教育・福祉を守れ市民の暮らし・教育・福祉を守れ市民の暮らし・教育・福祉を守れ

●中央エリア整備（隈研吾設計事務所）総事業費

約１１億円（２０１８年）➡̏ ԯ̌円（２０２５年６月）
➡̏ ԯ̔円（２０２６年３月）※すべて市の単独事業

当初約１８３億円➡̎ ̑̎ ԯ円̓ ̔̌ ສ̌円

当初約４４億円➡１̌ ԯ̐円（２０２４年１月時点）
➡１̎ ԯ̏円（２０２５年１２月時点）

当初約５０億～６０億円（２０２４年３月時点）
➡̔ ԯ̌ʙ̕ ԯ̌円（２０２５年１２月時点）

（２０２６年市民説明会では、１̌ ԯ̔円に�）

●小平第十一小学校等複合化

●小川駅西口地下自転車駐車場整備事業

●小川駅西口地区市街地再開発事業

●小川駅舎と再開発ビルをつなぐ暫定歩行者デッキ
新設工事費

➡



２０２６年５月・６月 日本共産党小平市議団ニュース （２）

３
月
議
会
ト
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中
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熱
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成

３
月
議
会
の
三
輪
博
美

議
員
一
般
質
問
で
生
活
保

護
世
帯
（
障
害
・
住
民
税

非
課
税
世
帯
も
含
む
）
エ

ア
コ
ン
設
置
補
助
制
度
の

実
施
を
求
め
る
こ
と
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
こ

と
を
受
け
市
は
東
京
都
の

補
助
を
活
用
し
、
３
月
議

会
最
終
日
に
急
遽
、
補
正

予
算
を
提
案
し
、
全
会
一

致
で
可
決
。対
象
は
、住
民

税
非
課
税
世
帯
（
生
活
保

護
受
給
世
帯
を
含
む
）、

児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯

な
ど（
一
世
帯
あ
た
り
一

台
ま
で
、
上
限
額
１０
万

円
）。

３月議会３月議会 ࢢࢢࢢ ٞٞٞ ஂஂ ͷͷͷ ҰҰ ൠൠൠ ࣭࣭࣭ 問問
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隠
れ
教
育
費
の

負
担
軽
減
を
求
め
る

小
・
中
学
校
で
は
、
教
材
費
、

修
学
旅
行
費
、
制
服
代
、
部
活

動
費
等
が
義
務
教
育
で
あ
り
な

が
ら
多
額
の
保
護
者
負
担
に
な

っ
て
い
ま
す
。

２３
区
の
自
治
体
で
は
、
新
入

学
生
へ
の
準
備
金
支
給
、
修
学

旅
行
費
の
保
護
者
負
担
の
軽
減

施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

江
東
区
の
予
算
で
は
区
立
小

・
中
学
校
と
都
立
の
特
別
支
援

学
校
の
生
徒
向
け
に
、
所
得
制

限
な
し
で
、
保
護
者
負
担
を
無

償
化
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

党
市
議
団
が
小
平
市
議
会
で

は
最
初
に
学
校
給
食
費
の
無
償

化
を
取
り
上
げ
、
つ
い
に
無
償

化
が
実
現
し
ま
し
た
が
、
今
度

は
「
隠
れ
教
育
費
」
の
負
担
軽

減
を
求
め
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。

地
域
住
民
の
方
々
か
ら
、
元

気
村
お
が
わ
東
内
に
、「
高
齢
者

憩
い
の
部
屋
を
つ
く
っ
て
欲
し

い
」
と
市
長
に
要
望
が
出
て
い

ま
す
。
私
は
、
高
齢
者
憩
い
の

部
屋
が
あ
る
と
、
住
民
は
気
軽

に
語
ら
い
、
お
互
い
の
交
流
が

広
が
る
こ
と
か
ら
、
設
置
す
る

べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

質
問
で
は
、
市
に
は
、
高
齢

者
等
住
民
の
意
見
・
要
望
に
寄

り
添
う
べ
き
と
質
し
ま
し
た
が
、

市
は
「
入
り
口
付
近
の
ス
ペ
ー

ス
が
あ
る
の
で
使
え
ば
よ
い
」

と
、
冷
た
い
答
弁
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
「
高
齢
者
憩
い
の
部

屋
」
の
設
置
を
求
め
、
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

小
平
市
は
国
の
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
を
活
用
し
、
市
民
ø
人
に

つ
き
３
０
０
０
円
の
現
金
給
付

を
決
め
ま
し
た
。
し
か
し
、
近

隣
市
の
中
で
小
平
市
だ
け
が
上

乗
せ
支
給
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
、
そ
の
要
因
と
し
て
、

中
央
エ
リ
ア
の
整
備
等
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
事

業
費
の
高
騰
が
影
響
し
市
の
財

政
が
厳
し
く
な
っ
て
い
な
い
か

と
追
及
を
し
ま
し
た
が
、
市
は

認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

公
共
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て

「
受
益
者
負
担
の
適
正
化
」の
名

の
も
と
に
市
民
負
担
と
な
る
有

料
化
を
行
わ
な
い
こ
と
、
大
型

事
業
優
先
の
市
政
か
ら
脱
却
し
、

も
っ
と
市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り

添
っ
た
物
価
高
対
策
を
講
じ
る

こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

生
活
保
護
制
度
は
、
憲
法
２５

条
に
よ
っ
て
、
国
民
の
生
存
権

を
保
障
す
る
最
後
の
と
り
で
で

あ
り
、
誰
も
が
受
け
る
権
利
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
生
活
保
護

に
関
す
る
偏
見
や
、
差
別
意
識

と
い
っ
た
バ
ッ
シ
ン
グ
報
道
が

あ
り
、
生
活
保
護
の
相
談
が
し

に
く
い
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
と
し
て
相
談
者

に
、
生
活
保
護
の
申
請
を
た
め

ら
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
周

知
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

引
き
続
き
、
生
活
保
護
制
度
の

申
請
が
し
や
す
い
よ
う
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利

用
料
に
つ
い
て
は
、
品
川
区
で

は
２
０
２
５
年
度
か
ら
無
償
化

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
で
も
所

得
制
限
撤
廃
に
向
け
て
検
討
す

べ
き
で
す
。
市
は
「
市
独
自
で

無
償
化
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
」
と
冷
た
い
答
弁
で
し
た
。

障
が
い
の
状
況
に
よ
り
、
様
々

な
費
用
が
か
か
り
家
計
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
市

に
所
得
制
限
撤
廃
を
求
め
て
い

き
ま
す
。

※
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と

は
、
小
・
中
・
高
校
生
（
ý

歳
～
øÿ
歳
）
の
障
害
が
あ
る
、

ま
た
は
発
達
に
特
性
の
あ
る

就
学
児
童
が
放
課
後
や
長
期

休
暇
に
利
用
で
き
る
通
所
サ

ー
ビ
ス
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ࢠ
Ͳ
΋
に
ͱ
ỳ
ͯ
҆
৺
͠
ͯ

ָ
͠
͘
ա
͝
ͤ
る
৔
ॴ
が
ඞ
ཁ

元
気
村
お
が
わ
東
に
は

高
齢
者
憩
い
の
部
屋
の

設
置
を
求
め
る

7000円相当　 東大和市
6000円相当　 国分寺市
5000円相当　 小金井市
3000円　　　 小平市

物価が高くて、買い物
では１円でも安いも
のを探しているのに
小平市だけが､3000
円は悲しい……。

（小平市在住  K・H）




